
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
三
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

〈
無

量
寿
経
〉

の
序
分

に

つ
い
て

(I
)

小

林

良

信

大
乗
経
典
の
成
立
は
、
漢
訳
の
年
代
等
か
ら
西
紀

一
世
紀
前
後

に
始

ま
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
教
説
は
多
岐

に
わ
た
り
、
思
想

の

貸
借
も
明
確
に
示
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
乗
経
典
間

の
先
後
影
響
関

係
を
解
明
す
る
作
業
は
困
難
を
極
め
る
も
の
で
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
浄
土
経
典
の
成
立
及
び
そ
の
他

の
大
乗
諸
経
典
ハと

の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
同
様
の
困
難
を
伴
う
が
、
近
年
諸
先
学

の

研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
次
第
に
そ

の
成
立
発
展
の
様
子
が
明
ら
か
に

さ
れ

つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
未
だ
解
決
さ
れ
な
い
問

題
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
諸
先
学
の
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
新
た
な
視
点
と
し
て

〈無
量
寿
経
〉

の
序
文

に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
若
干
の
論
考
を
加
え
て
み
た
い
。

序
分
は
、
証
信
序
を
呼
ば
れ
大
乗
諸
経
典
に

つ
の
形
式
と
し
て
共

通
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
性
に
よ

っ
て
経
典

の
説
く

教
説
と
は
内
容

の
上
か
ら
必
然
的
な
関
係
を
持

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
た
め
か
、
成
立
的
な
見
地
か
ら
は
殆
ん
ど
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
序
分
も
経
典
を
構
成
し
て
い
る

一
部
で
あ
り
、
〈無
量
寿
経
〉

の
各
異
本
の
序
分
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
に
し
た
が

っ
て
少
な

か
ら
ず
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
典
の
内
容
と
も

有
機
的
に
関
連
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
、
経
典
成
立
の
背
景
を
知

る
上
で
重
要
な
手
掛
り
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

初
期
無
量
寿
経
の
中
で
も
最
も
古
い
と
考

え

ら

れ

る

『
大
阿
弥
陀

(
1
)

経
』
の
序
分
に
つ
い
て
は
過
日
拙
考
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
再

説
を
さ
け
て
そ
の
特
徴

の
み
を
あ
げ
る
と
、

一
、
『大
阿
』
を
初
め
て
と
す
る

〈無
量
寿
経
〉

の
各
序
分
に
は
比

丘

名
の
列
記
が
あ
る
が
、

こ
の
記
述
は
他
の
初
期
大
乗
経
典
に
は
全
く
見

ら
れ
ず
、
〈無
量
寿
経
〉
系
の
経
典
に
特
有
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。

一
、
こ
れ
ら
の
記
述

の
原
型
と
し
て
は
、
パ
ー
リ
経
典
の
中
で
長
部

・

相
応
部

・
増
支
部
等
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
僅

に
中
部
経
典
に
類
似
し

た
説
示
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
漢
訳
阿
含
経
典

中

に

は
中
阿
含

『待
者

経
』
…
増

一
阿
含

『弟
子
品
第
四
』
・
雑
阿
含

『
九
九
三
経
』
等
に
比
丘

名
の
列
記
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
阿
含

の
説
示
と
し
て
も
特
殊
な
も

の

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
。

の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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同
じ
初
期
無
量
寿
経
で
も

『
平
等
覚
経
』
に
な
る
と
、
比
丘
名
の
列

記
は

『
大
阿
』
に
準
じ
る
が
、
加
え
て
比
丘
尼
名
十
、
清

信

七

名

十

(1
)

六
、
清
信
女
名
を
列
記
し
て

『大
阿
』
と
は
大
巾
に
変
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
比
丘
尼
名
等

の
列
記
は

『
平
覚
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
。

後
期
無
量
寿
経
に
全
く
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
又
他
の
主
な
初
期
大
乗

経
典
の
序
分
に
も
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
登
場
す
る
も
の
は
あ

る
が
、
名
前
を
列
記
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
『
般
舟
三
昧

経
』

(三
巻
本
)
の
序
分
に
は
摩
詞
波
和
提
比
丘
尼
(M
m
p
a
p
.
 
O
m
g
a
m)

が
三
萬
比
丘
尼
と
倶
に
仏
所
に
至

っ
た
と
い
う
説

示

が

あ

り
、
清
信

士
、
清
信
女
に
関
し
て
も
羅
閲
祇
王
阿
閣
世
が
十
万
人
を
ひ
き

つ
れ
て

仏
所
に
至

っ
た
さ
縄
、
ま
た
そ

の
具
体
的
な
比
丘
尼
名
や
在
家
信
者
名

を
挙
げ
な
い
が
、
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
序
品
第

一
に
も

やる
 

復
有
五
百
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
等

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
丘
尼
や
在
家
信
者
が
釈
尊

の
説
法
の
座
に
列
な

っ
て
い
た
と
い
う
認
識
が

『
平
覚
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
、兄
な

い
が
、
具
体
的
な
名
前
の
列
記
と
い
う
手
法
は
比
丘
名

の
列
記
に
つ
な

が
る
も

の
で

〈無
量
寿
経
〉
系
の
経
典
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
こ
れ
ら
三
巻
本

『
般
舟
三
昧
経
』
大
品
系
若
経
等

の
比
丘
尼
や

在
家
信
者
が
釈
尊

の
説
法
の
場
に
い
た
こ
と
を
説
く
経
典

の
序

分

に

は
、

一
巻
本
の

『
般
舟
』
を
除
い
て
菩
薩
名

の
列
記
が
見
ら
れ
る
の
も

特
色
の
一
っ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
菩
薩
は
賢
護
を
上
首
と
す
る
在
家

の
菩
薩
と
考
え
ら
れ
、

『無
量
寿
経
』
『
無
量
寿
如
来
会
』

の
後

期

無

量
寿
経
の
序
分
に
顕
れ
る
賢
護
等
十
六
正
士
と
い
う
記
述
に
関
わ
る
も

の
と
見
ら
れ
る
が
、

『平
覚
』
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い

な
い
。
『
平
覚
』
が
比
丘
尼
や
在
家
信
者
に
関
心
を
示
し
て

い

る

一
方

で
こ
れ
ら
の
在
家
菩
薩
の
存
在
に
関
し
て
の
記
述
が
無
い
こ
と
は
注
目

に
値
し
よ
う
。

次
に
後
期
無
量
寿
経
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
経
典
は
序
分
の
形
態
か

ら
見
て
、
二
種
類
に
分
類
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
『無
量

寿
経
』
と

『
無
量
寿
如
来
会
』
で
他
方

は
梵
本

…
蔵
本

・
『
大
乗

無

量

寿
荘
厳
経
』
の
三
本
で
あ
る
。

『寿
経
』
『
如
来
会
』
と
も
比
丘
名

の
列
記
は
初
期
無
量
寿
経

に
準

じ
る
が
、
『
平
覚
』
に
見
ら
れ
た
比
丘
尼
、
在
家
信
者
名
に
関
す

る
記

述

は
全
く
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
か
わ

っ
て
、
菩
薩
名

の
列
記

と
菩
薩

の
勝
徳
を
讃
欺
す
る
記
述
の
あ
る
の
が

こ
れ
ら
二
経
の
特
徴
で

あ
る
。
そ
の
菩
薩
名
の
列
記
を

『
寿
経
』
に
よ

っ
て
示
す
と
、

又
与
二大
乗
衆
菩
薩
一倶
。
普
賢
菩
薩
・
妙
徳
菩
薩

・
慈
罠
菩
薩
等
。
此
賢
劫

中
一
切
菩
薩
。
又
賢
護
等
十
六
正
士
。
善
思
議
菩
薩
・
信
慧
菩
薩
・
空
無
菩

薩
・
神
通
華
菩
薩

・
光
英
菩
薩

・
慧
上
菩
薩
・
智
憧
菩
薩
・
寂
根
菩
薩
。
願

慧
菩
薩

・
香
象
菩
薩

・
寳
英
菩
薩
・
中
住
菩
薩

・
制
行
菩
薩

.
解
脱
菩
薩
皆

(
5
)

尊
二普
賢
大
士
之
徳
叩

と
な
る
が
、

こ
の
中
で
賢
護
等
十
六
正
士
以
下

の
十
四
の
菩
薩
名
に
つ

い
て
見
る
と
、
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
序
品

に

〈
無
量
寿
経
〉

の
序

分
に

つ
い
て

(
II
)
 (小

林

)
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〈無
量
寿
経
〉
の
序
分
に
つ
い
て

(II
)
 (小

林
)

其
名
日
腿
陀
婆
羅
菩
薩
。
尉
那
伽
羅
菩
薩
。
導
師
菩
薩
。
那
羅
達
菩
薩
。
星

得
菩
薩
。
水
天
菩
薩
。
主
天
菩
薩
。
大
意
菩
薩
。
益
意
菩
薩
。
増
意
菩
薩
。

不
虚
見
菩
薩
。
善
進
菩
薩
。
勢
勝
菩
薩
。
常
勲
菩
薩
。
不
捨
精
進
菩
薩
。
日

(
6
)

蔵
菩
薩
。
不
欠
意
菩
薩
。

と
説
か
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
他

の
大
品
系
の
般
若
経
や

三
巻
本

『
般
舟
』

に
見
ら
れ
菩
薩
名

の
列
記
も
同
説
で
あ
り
、
殊
に
三

巻
本

『
般
舟
』
は
八
菩
薩
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出

自
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
十
六
菩
薩
は

『大
智
度
論
』
第
七

に
あ
る
よ
う
に
在
家
の
菩
薩
で
、
『
般
舟
』
の
八
菩
薩
説
に
更

に
八

菩

薩
を
加
上

し
て
成
立
し
た
も
の
の
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
寿
経
』

『如
来
会
』
の
菩
薩
名
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
十
六
正
士
説
と
は
対
応

(7
)

を
示
し
て
い
な
い
。
笠
法
護
訳

『
文
殊
師
利
仏
士
厳
浄
経
』
に
他
方
仏

国
土
の
菩
薩
と
し
て
説
か
れ
る
東
方
無
憂
如
来
仏
土
の
光
英
菩
薩
、
南

方
慧
王
如
来
仏
土
の
慧
上
菩
薩
、
西
方
智
積
如
来
仏
土
の
寂
根
菩
薩
、

北
方
鈎
鎖
如
来
仏
土
の
意
願
菩
薩
の
四
菩
薩
が

『
寿

経
』
の
光
英
菩

薩
、
慧
上
萄
薩
、
寂
根
菩
薩
、
願
慧
菩
薩
に
対
応
す
る
と
す
れ
ば
善
思

議
以
下
の
十
四
菩
薩
は
他
方
仏
国
土
の
菩
薩
と
さ
れ
る
べ
き
で
、
居
家

の
菩
薩
で
あ
る
十
六
正
士
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り

『
寿
経
』
『
如
来
会
』
の
序
分
に
登
場
す
る
菩
薩
に
は
普
賢
等
の
出
家

菩
薩
と
賢
護
等
十
六
正
士
の
在
家
菩
薩
、
更
に
善
思
議
以
下
の
他
方
仏

国
土
の
菩
薩
の
三
類
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(8
)

次

に
梵
本

・
蔵
本
で
は
菩
薩
名
は
弥
勒
を
上
首
と
し
て
上
げ
る
の
み

(9
)

で
勝
徳
の
讃
欺
も
な
く
、
『厳
経
』

に
至

っ
て
は
菩
薩
の
語
す
ら
序

分

に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
経
典
ハの
中
で
菩
薩
名
に
関
す
る
説
示
が
簡
略
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
次

々
と
考
え
出
さ
れ
た
菩
薩
名
が
弥
勒
を
頂
点
と
し
て
次

第
に
整
理
統
合
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上

〈無
量
寿
経
〉
と
初
期
大
乗
経
典
の
序
分
に
つ
い
て
見
て
き
た

か
、
そ
の
記
述
が
大
乗
菩
薩
思
想

の
展
開
と
密
接
に
関
わ

っ
て
お
り
、

大
乗
の
菩
薩
が
弥
勒

・
文
殊
等
の
出
家
菩
薩
か
ら
賢
護
等

の
在

家

菩

陸
、
更
に
は
他
方
仏
国
土
の
菩
薩
と
い
う
順
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と

か
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

1
「

〈無
量
寿
経
〉
の
序
分
に
つ
い
て
」
、『仏
教
論
叢
』
第
32
号
、
昭
和

63
年
9
月

2

『
正
蔵
』
十
二
、

b
-
c

3

『
正
蔵
』
十
三
、

c
-

a

4

『
正
蔵
』
八
、
川
a
、
『放
光
般
若
経
』
『正
蔵
』
八
、
1
a
、
『
光
讃

経
』
『正
蔵
』
八
、

a
に
も
同
旨
の
説
示
あ
り
、

5

『
正
蔵
』
十
二
、

c

6

『
正
蔵
』
八
、

a
-
b
、
前
註
5
参
照

7

『正
蔵
』
十
二
、

a

9

『
正
蔵
』
十
二
、

a

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

序
分
、
十
六
正
士
、
菩
薩
思
想

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)
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